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郡司 巾元 (財田泣入 日本モンキーセンター)
本研究では､ニホンザル腰椎の骨密度を､ p
QCT (末梢骨定見的cT)袋田により刑正した｡
資料は京都大学霊長類研究所および財団法人日本
モンキ-センターのニホンザル骨格標本から選び
出した10歳以上のオス19個体を使用したO仙
骨から教えて2FT･口の椎体を対象とし､椎体周縁
部に生じる骨糊粥の彫坪を避けるため､椎体の股
側高 ･背側稀の二分の-を通る断面で測正を行っ
た｡骨密度の非山は､椎体および横突起の部分を
ROIとして､STRATECXCT･RESEARCHSAPQCT
(TM)の CALCBD･コマンドで行った｡Trabecular
のパラメーターは､断両梢の45%に設定したo
各gtlJ定項口の縦穴と年齢との相関を調べたと
ころ､total(r- 0ー.40)や cortical+subcorticaJ(r-･0,41)
と年齢との間では弱いflの相関がみられたが､
trabecularではほとんど相関関係はみられなかっ
た (r--0.25)｡また､各測定項目の結果と､各
椎体の頭側面と尾側面がなす角度との相関を調べ
たところ､total (r--0.45)や coJtical+subcortical
(rニ 0ー.46)と角度との間で弱い負の相関がみら
れたが､trabecularではほとんど相関関係はみら
れなかった (r;ニー0.28)｡各測定項目とも､年齢と
の相rm関係よりも､くさび形の程度を表すと考え
られる角皮との相関関係の方がわずかながら強か
った｡今後､より拓齢の標本やメス標本のデータ､
他の位JEやDXAなど他の方法での測定データも
加えて考察を深める必要がある｡
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